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3 種の Preajusted appliance にて動的治療を行ない、一定条件を満たした 30 ケースの模型
（0.022MBT,0.022Roth,0.018Rothそれぞれ 10ケースずつ）を用いて Angulationおよび Inclination
の計測を行った。条件として上下顎の垂直的関係による骨格的影響を考慮し、顔面型は Mesio facial 
pattern の症例を用いた。また、上下顎の前後的関係では ANB を１°以上と規定し骨格的な影響を排
除した。さらに、歯を牽引することで歯の傾斜のコントロールがより必要な上下顎第一小臼歯抜歯症
例を選択した。3 群間の Bracket Prescription の効果を比較するために、ワイヤーサイズは、
0.018Bracket slot ではフィニッシングワイヤーサイズ 0.016×0.022inch、0.022Bracket slot では





Angulation では下顎犬歯において平均値が 0.022MBT 群 5.81°、0.018Roth 群 9.07°にて有意差を認め
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 結果の要旨       
 






本論文は、異なった bracket prescription にて動的治療を行った場合、結果にどのような差異が生じるの
かを調査するため、一定条件を満たした 30 症例の模型（0.022MBT 群、0.022Roth 群、0.018Roth 群：各
10 症例）を用いて、歯冠の angulation および inclination の三次元模型計測を行った。その結果、下顎犬
歯 angulation において 0.022MBT 群と 0.018Roth 群との間で有意差を認め、ブラケットの選択の際に留
意する必要があることが示唆された。 
本論文審査は平成 27 年 1 月 26 日に行われ、まず惣卜友裕大学院生より論文概要が提示された後、各審
査委員より本論文に対し次のような質疑応答が行われた。１．ブラケットスロットとワイヤー間の遊びの
必要性について、2．フルサイズのアーチワイヤーを用いなかった理由について、３．下顎犬歯の結果に有







は 0.018 と 0.022 の二つが存在し、ワイヤーの径の違いによって機械的特性が異なるため治療結果に差異
が生じることが考えられるためにこの２種を選択した。など、概ね妥当な回答が得られた。また論文の構
成、考察の方向性について、方法、結果、考察に対する補足、英語の表現方法、図表の修正と説明の追加、
参考文献の表記など、修正すべき点が指摘され、訂正が行われた。 
その結果、本研究で得られた知見は今後の歯学の進歩、発展に寄与するところ大であり、学位授与に値
するものと判定した。 
 
 
